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　インドネシアにおける三日月形頭光を有する尊像について（伊藤）

インドネシアにおける三日月形頭光を有する
尊像について

伊 藤　奈 保 子
はじめに

　イスラーム化以前におけるインドネシアの宗教については未だ詳細が明らかに
なっていない（1）。しかし、近年、特に日本において鋳造像・石像・レリーフ等と、
経典・儀軌等の文献資料との照合による研究が進み、密教についての解明がされつ
つある（2）。筆者はインドネシアの鋳造像、約1000軀を資料収集し、それらを確認し
たところ、尊像の頭部背後に三日月形を有する作例があることに気づいた。また、
石造の単独像、現地寺院のレリーフに彫刻された尊像の頭部背後にも同様の三日月
形が施されている作例を確認することができる。この形状についての記述は図録の
説明にとどまり（3）、管見の限り詳細をのべ、論証した先行研究は見当たらない。そ
こで、本論では、頭部背後の三日月形を「三日月形頭光」と名付け、この頭光が施
された作例を現段階で確認できる範囲で紹介し、インドネシアの尊像においてどの
ような意味があるのかを考察することとした。三日月形頭光を有する尊像に規則性
を見いだすことができれば、ある程度の尊名同定を行うことが可能となり、インド
ネシアの宗教美術の研究が進展するものと期待できる。

１．インドネシアの宗教美術

　さて、まずインドネシアの宗教美術について簡潔にのべておきたい。インドネシ
アは、海路によりインド文化が伝来し、東南アジアのなかでも最も早くインド化し
た地域と考えられている（4）。プールナヴァルマン（PUrNavarman）碑文（5）から、
５世紀頃にはヒンドゥー教が伝播していたことがうかがわれ、７～８世紀頃の西部
ジャワ地域にはヴィシュヌ像（6）もみられる。また同時期、中部ジャワ地域におい
てもシヴァの聖地である７～８世紀頃とされるディエン高原（Dieng）、９世紀頃建
立のチャンディ・ロロ・ジョングラン（Candi Loro Jonggrang）をはじめとするヒン
ドゥーの寺院建立、造像が行われ、８～10世紀頃のマタラーム朝を絶頂期に、イス
ラーム化される15世紀頃までヒンドゥー教の文化は続く。
　次に仏教も文献資料から５世紀前半には伝わっていたと考えられ（7）、７世紀頃に
はスマトラに石造の如来立像、観音菩薩立像（8）が出土している。８世紀の中部ジャ
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横組みの論文がある場合のみ
横組みの部分全て

ノンブルがイタリックになる。

ワ、Kalasan碑文（9）では、シャイレーンドラ朝のパナンカラナ（PaNaMkaraNa）王
が密教の TArA（女神）を祀るとあり、密教的要素もうかがえる。また、チャンディ・
ボロブドゥール（Candi Borobudur）等の寺院建立と造像が行われ、この時期、大乗、
密教が信仰されていたと考えられる。
　すなわち、インドネシア、ジャワ島では、８～10世紀頃に、中部ジャワ地域を中
心に、マタラーム朝とシャイレーンドラ朝の２つの王朝のもと、ヒンドゥー教と仏
教（大乗、密教）が同時期に併存形態で信仰されていたと考えられる。その後、政
権は東部ジャワに移行してゆく。この王朝がインドネシア美術史の区分の指標とな
り、８～10世紀頃の中部ジャワ地域を中心とした「中部ジャワ期」、10～15世紀頃
の東部ジャワ地域を中心とした「東部ジャワ期」とされている。「中部ジャワ期」
はインド要素を強く反映し、グプタ期後期の高水準な作例が多く、インドネシア美
術史のなかで、最も爛熟した時期であったとされる。一方、「東部ジャワ期」では、
王を神格化した像が制作されるようになり、霊廟としての寺院建立が行われ、規模
も縮小化し、美術も土着化が進んでジャワ独自の傾向が顕著となってゆく。こうし
た区分のなかで、石像、鋳造像、法具といった美術作例は、８～15世紀頃にかけ、
ヒンドゥー教と仏教（密教）が常に混淆した形で展開してゆくと考えられる。本論
でとりあげる三日月形頭光は、この「中部ジャワ期」を中心とした尊像のなかに多
く見出すことができた。

２．寺院のレリーフにみる三日月形頭光

　まず三日月形頭光が確認できる寺院のレリーフについてのべたい。中部ジャワ地
域、クドゥ（kedu）盆地のプロゴ（Progo）川とエロ（Elo）川が合流する一帯に広
がるチャンディ・ボロブドゥール遺構群に、それをみることができる。
　チャンディ・ボロブドゥールであるが、建立時期については諸説があり、現存する
仏像の彫刻様式と建造物に刻まれたカウィ文字（古代ジャワ語）、碑文等の考察から、
サマラトゥンガ（Samarattungga）
王の代が主となってシャイレーン
ドラ朝の８世紀後半から９世紀中
頃建立の仏教寺院と考えられてい
る（10）。
　この寺院の第一回廊主壁上段に
は『方広大荘厳経』に基づく仏伝
図が彫刻されており、そのなかの
「誕生」、「養母による養育」（図１）、
「阿私陀仙人が太子の吉兆を占 図１　「養母による養育」部分
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う」、「大自在天王が太子を讃頌する」、「太子の寺院行啓を議定する」、「太子が寺院
行啓のために宝輦乗坐する」、「太子が寺前で諸神に礼拝する」などの場面に、幼児・
童子の太子に三日月形頭光を確認することができる（11）。
　「仏の誕生」はルンビニーにおけるマーヤーの右脇出生であり、七歩歩行をする
ガウタマ・シッダールタ（Gautama Siddhārtha・瞿曇悉達多。太子と称す。）（12）の後
頭部に欠損が著しいが三日月形があらわされている。また「養母による養育」では
母マーヤー（Māyā・摩耶夫人）の亡き後、養育している伯母のマハー・プラジャー
パティー（Mahā-prajāpatī・摩訶波闍波提）（13）の膝上で太子が抱きかかえられている。
続く３つの場面にも体の小さい童子の姿で、三日月形頭光が確認できる。しかし、「学
堂に入門」（図２）の場面では、７歳となった太子の姿はそれまでと異なり、髻を
結い、三日月形はあらわされない（14）。そしてその後の仏伝図のなかでも太子に三日
月形頭光の表現をみることはできない。すなわち、チャンディ・ボロブドゥールの「仏
伝図」では、７歳以下の童子の頭部背後に「三日月形」が表現されるものと読み取れ、
寺院の建立時期から８～９世紀頃にはこの傾向が表れていたことが考えられる。
　また、この「仏伝図」とは別に、同寺院の『大方広仏華厳経』「入法界品」
（GaNDavyUha）のレリーフの文殊菩薩像にもこの三日月形頭光をみることができ
る（15）。「入法界品」とはスダナ
（Sudhana-SreXThi-dAraka: 善財童
子）が覚りを求め、文殊菩薩に指
南をうけて、53（55）人の善知識（16）

（仏道の導き手、師）を訪ねて回り、
最後に普賢菩薩のもとで覚りを得
るという内容を説いた経典である。
　第二回廊主壁の「文殊の指
南」（17） と、続く第三回廊主壁の「南
詢後の楼閣での文殊の指南」（18）、
また第四回廊欄楯の「善財童子が
文殊菩薩の許に着く場面」（19）など
に登場する文殊菩薩像の頭部背後
に三日月形を確認することができ
る。「文殊の指南」（図３）は、善
財童子が覚りについて文殊に尋
ね、「南詢して人々に尋ね歩くよ
うに」と指南される場面である。
構図は文殊の楼閣内、中央に文殊
菩薩が配され、腹帯で左膝をく

図２　「学堂に入門」部分

図３　「文殊の指南」部分
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くった遊戯坐で蓮華座上に坐している。そして画面向かって左側に、楼閣外に善財
童子が立つ。文殊菩薩の右手は屈臂して自身の前方に施無畏印状にして置かれ、左
ひじを左膝上につく。左手背後から蓮茎がのび、頭部左横の位置に、開敷蓮華上に
梵夾が置かれた姿が彫刻されている。文殊の豪華な頭飾の背後、楕円頭光の内に三
日月形が確認できる。文殊の像容は他のレリーフの尊像と比較し、やや太めで肉感
的に表現されている。次に「南詢後の楼閣での文殊の指南」では、文殊の楼閣内、
中央に向かい合掌し低頭する善財童子が彫刻され、その前方中央には文殊が２頭の
獅子が支える蓮華座に遊戯坐で坐している。文殊菩薩の頭部は文殊特有の髪型であ
る三髻を思わせ、楕円頭光の内側に三日月形が確認できる。続く第四回廊欄楯のレ
リーフは、第二回廊、第三回郎と比較して規模が小さくなるが、文殊菩薩が表現さ
れ、明確に三日月形頭光を有している。このほか三日月形頭光が「入法界品」にみ
られるのは、第二回廊主壁「釈天王との邂逅図」（20）の釈天王と、四回廊欄楯「弥勒
の大法会」（21）の弥勒である。いずれも、その場面の前後のレリーフに彫刻された尊
像の体形と比較して、腹が膨らんだ丸みを帯びた体躯で表現されている。また、こ
のほかにも三日月形頭光を有する像の存在の可能性も考えられるが、本論では上記
についてのべておく。
　次に、チャンディ・ボロブドゥールから東に直線上約３Kmに位置する、チャン
ディ・ムンドゥット（Candi Mendut）にも作例があげられる。シャイレーンドラ朝
のインドラ王（Indra：在位782－812）により、８世紀末頃の建立とされる。堂内
には、インドネシア彫刻で最も優品とされる巨大石造像が三尊形式で安置されてい
る。マレー半島のリゴール（Ligor）碑文（22）によれば、「シャイレーンドラ朝の王、ヴィ
シュヌと呼ばれる王によって、蓮華手菩薩、釈迦牟尼仏、金剛手菩薩を祀るチャン
ディを建立した」とあり、また、堂の外壁にあらわされた像が八大菩薩であるとす
る密教の見地からの研究がなされている（23）。本堂入口に続く通路左右の側面に、
向かい合うようにして男女尊が彫刻されており、それらの尊にむらがる多くの童子
たちに三日月形光頭があらわされている（図４・図５・図６）。この男女の尊名に
ついては、女尊を鬼子母神、男尊をヤクシャ、毘沙門天とする先行研究がある（24）。
筆者は本堂の三尊形式が西インドのエローラに関連するものと考察をしていること
から（25）、西インドのアジャンター・エローラ石窟などにみられる本堂前に坐す男
女神と同様、パーンチカ、ハーリティーではないかと推察する。いずれにしても、
現段階で、男女尊に多くの童子たちが戯れるレリーフはインドネシアで他に類はみ
られず、童子の頭部背後に三日月形があらわされることを立証する貴重な資料とい
えよう。
　以上、寺院のレリーフにあらわされた尊像の三日月形頭光は、７歳以下の童子、
及び文殊菩薩に用いられる装飾と考えられる。
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３．鋳造像にみる三日月形（表１）

　さて、次に三日月形頭光があらわされた鋳造像についてのべたい。現段階で確認
できる作例は、財宝尊（Jambhala）と文殊菩薩（MaJjuSrI）であった（表１）。
　まず、財宝尊については、現段階で総数が90軀が確認でき（26）、すべてが青銅製、
時代は８～13世紀頃、中部ジャワ、東部ジャワ地域に出土している。そのなかで明
確に三日月形頭光を有する作例は６軀、８～10世紀頃にかけて中部ジャワ地域を中
心に確認することができる。材質はすべて青銅製、総高は9.8～19.2㎝、坐法は踏下
げ坐が４軀と多く、次いで半跏趺坐１軀、輪王坐が１軀である。二臂像と四臂像が
みられる。右手には球形の果実をのせ、左手にマングースか袋を執る。財宝尊の象
徴である宝壺を台座に配し、踏み下げ坐の場合、壺の上に足を置く作例が２軀にみ
られる。
　一例をあげると、ジャカルタ国立博物館所蔵像（図７：表１、No.1）は、青銅製、
総高9.8㎝、推定制作年代が８～９世紀頃、出土地は中部ジャワ地域のボヨラリ
（Boyolali）。頭部に髪髻冠を戴き、垂髪を両肩に垂らす。顔面に白毫を有し、耳飾、
胸飾、腹帯、臂釧、腕釧、足釧をつけ、左肩から腹部にかけて聖紐をかける。上半
身は裸形で太鼓腹をなし、膝上までの裙を着ける。右手に球形の果実（レモンか）

図５　男尊のレリーフ

図６　図５の童子頭部部分

図４　女尊のレリーフ
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　インドネシアにおける三日月形頭光を有する尊像について（伊藤）

をのせ、左手でマングースの首を握っており、マングースの口からは二条の宝があ
ふれ出ている。台座は壺が放射状に７つ配された円形台座に蓮華座で、その上に右
膝を立てた輪王坐で坐す。台座背後には光背用のほぞ穴が残っている。そしてこの
像の頭部の背後には、左切っ先が欠損しているが、首の位置に三日月形が施され、
その中央に、上から頭飾を結んだ紐が垂れている。
　次に、文殊菩薩の作例についてみると、現段階で総数が27軀、銀製１軀を除き26
軀が青銅製、時代が８～11世紀頃で、中部ジャワ、東部ジャワ地域で確認ができる
なか、三日月形頭光を有する作例は８軀、８～11世紀頃にかけて確認することがで
きる。材質はすべて青銅製、総高は5.8～12.3㎝、坐法は半跏趺坐が５軀と多く、次
いで踏み下げ坐が２軀、結跏趺坐が１軀である。右手はすべて与願印、左手は蓮華
（開花・蕾）の上に梵夾をのせた茎を執る作例が多くみられる。
　一例をあげると、中部ジャワのラディヤプスタカ（Radyapustaka）博物館像（図８：
表１、No.12）は、青銅製、総高12.1㎝、頭部は髻を結いあげ頭飾をつける。耳飾、
胸飾、腹帯、臂釧、腕釧、足釧をつけ、上半身は裸形で裙を着ける。右手は与願印、
左手は左膝に置き、その手は蓮茎を握る。その茎が左腕にからまりながらのび、左
肩の位置で開花した蓮の上に梵夾が置かれる。台座は蓮華座で、その上に結跏趺坐
で坐す。そしてこの像の頭部の背後にも三日月形（図９）が首の位置に、輪光とと
もに施される。
　以上のように、三日月形頭光は、鋳造像では、財宝尊と文殊菩薩の２つに確認す
ることができ、時代はそれぞれ８～11世紀頃の「中部ジャワ期」が中心であること
が判明した。そして、財宝尊が総数90軀中、６軀であるのに対し、文殊菩薩が27軀
中、８軀であることから、文殊菩薩において、三日月形頭光の割合が高いことが導
き出せる。

図９　図８の後頭部図７　財宝尊像 図８　文殊菩薩像
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　インドネシアにおける三日月形頭光を有する尊像について（伊藤）

　４．単独の石造像みる三日月形（表２）

　さて、石造の単独像にも三日月形頭光が確認できたので、作例をあげてのべたい。
現段階では文殊菩薩坐像４軀、蓮華手観音坐像１軀、カールッティケイヤ（KArttikeya）
２軀、スーリヤ（Surya）、チャンドラ（Candra）が各１軀の計９軀が確認できる。
　まず文殊菩薩坐像であるが、顔や光背の造形、法量から、すべて中部ジャワ地域
のチャンディ・プラオサン（Candi Plaosan）に関連する像と考えられる。この寺院は、
ロロ・ジョングランを中心とするヒンドゥー教と仏教の遺跡群が密集する地区の北
東に位置する。北のロル（Lor）と南のキドゥル（Kidul）の２つからなる遺跡で、
ロルには北堂・南堂がある。建立には諸説あるが、ロロ・ジョングランを建立した
マタラーム朝、ラカイ・ピカタン王（Rakai Pikatan）とその妃のプラモーダヴァル
ダニー（PramodavardhanI：シャイレーンドラ朝のサマラトゥンガ王の娘）が建立
に関わったものと考えられている（27）。
　ロルの２つの堂には、各３室（北室・中央室・南室）あり、各室には台座が３つ
設けられ、中央の像は亡失するが、両脇に踏み下げ坐の菩薩像が配され、現在12軀
が残存する。すべてが石造で、踏み下げ坐の姿勢をとる。そして尊像の配置順は、
残存する像から北堂・南堂でほぼ共通していると考えられる。各堂の南室の正面右
側には、文殊菩薩像（図10：北堂）（図11：南堂）がそれぞれ１軀安置され、いず
れも後頭部に三日月形頭光を確認することができる。両尊ともに、右手を欠損して
いるが、鋳造像と同様に左手に蓮茎を執り、その茎先は像の左肩の位置で、蓮華上
に梵夾が置かれている。
　チャンディ・プラオサンの各堂における六軀の菩薩の尊名については諸説あるが、
文殊の同定については一致を
みている。筆者は南室から順
に、文殊、地蔵、金剛手か、
観音、普賢、弥勒と考察し
た（28）。先にのべたチャン
ディ・ムンドゥットの本堂外
壁に彫刻された密教の八大菩
薩とされる像のうちの６軀が
１グループとして、この寺院
では安置されている可能性が
高い（29）。文殊菩薩は、イン
ドネシアにおいて密教を考察
するうえで重要となる尊像で
ある。よって、この「三日月 図11　南堂の文殊菩薩像図10　北堂の文殊菩薩像
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形頭光」が尊名同定に果たす役割は大きいといえよう。
　現在北堂の隣にある野外の北テラスには、損傷が激しい21軀の坐像（結跏趺坐、
または半跏趺坐）の尊像群が置かれおり、そのなかに三日月形頭光を有した尊像（図
12）が確認できる。北堂、南堂の各文殊菩薩像にみられた、梵夾を載せた蓮華の持
物はみられないが、この三日月形頭光を論拠として文殊菩薩と推察すると、北テラ
スに置かれる他の像には地蔵、金剛手か、観音、弥勒がみられることから、北堂・
南堂の六菩薩の２つのクループの他に、少なくとも、もう１グループが存在してい
た可能性を指摘できる。また、この北テラスの
文殊菩薩と考えられる同系の像は、アムステル
ダム国立博物館所蔵の石造、単独像に確認する
ことができる（表２、No.2）（30）。三日月形頭光
を有するが、左側に梵夾をのせた蓮華の持物は
みられない。同館の資料ではチャンディ・プラ
オサン出土の文殊菩薩と記載があり、火焔状の
文様を外周する独特の光背と、半跏趺坐の姿勢、
像の様式は北テラスの文殊菩薩と推察する像と
特徴を同じとしている。
　また、同寺、チャンディ・プラオサン出土と
されるジャカルタ国立博物館所蔵（表２、
No.5）、の頭部のみ残存する作例がある。三日
月形頭光が確認でき、顔の表現、際髪から顎の
サイズはチャンディ・プラオサンの南堂尊像に
近い（31）。このチャンディ・プラオサンでは単
独像で文殊菩薩像が集中して造像されたのか、
もしくは、文殊のほかに法量・様式が近い尊像
で、地蔵、金剛手、観音、普賢、弥勒が確認で
きれば、この寺院では六尊で構成されるグルー
プが複数存在していたことになる。これについ
ては今後の課題としたい。
　次に文殊以外の三日月形頭光を有した石像に
ついて挙げたい。蓮華手観音坐像（表２、No.1）
は、博物館資料では中部ジャワ地域出土の８～
９世紀頃とされるが全体に摩滅が激しい。詳細
については課題とする。次にスーリヤ（表２、
No.6，図13）であるが、８世紀頃、中部ジャワ
地域、ヒンドゥー教がさかんであったディエン

図12　北テラスの三日月形を有した像

図13　スーリヤ
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　インドネシアにおける三日月形頭光を有する尊像について（伊藤）

で出土している。
サンスクリット語
で太陽を意味する
がスーリヤに三日
月形があらわされ
るのは、月を意味
するチャンドラと
の対比であろう
か。一方、東部ジャ
ワ地域で11世紀頃
のチャンドラ（表
２、No.9，図14）
にも三日月形頭光
が確認でき、これ
は尊名から由来す
るものと考えられる。この他、カールッティケーヤ（表２、No.7，図15）にも２軀
が確認することができた。青年の姿で造像されることが多い尊像であるが、三日月
形頭光との関連性について今後の課題となろう。

５．文殊にみる童子性

　以上、寺院のレリーフ、鋳造像、石像に三日月形頭光をみてきたが、レリーフで
は７歳以下の童子の後頭部に表されることが確認でき、また鋳造像では財宝尊、文
殊菩薩にみることができた。また石像でも確認できる９軀中、５軀と約半数が文殊
菩薩であることから、文殊の場合、この三日月形頭光が表現されることが多いこと
が導き出せる。この文殊菩薩について、経典からその性格をみておきたい。　
　まず、インドネシアに文殊に関連する要素をみると、中部ジャワ地域のクルラク
碑文（Kelurak）碑文があげられる。すなわち「́Saka暦704年（782）、中部ジャワの
プランバナン地域のクルラクにシャイレーンドラ朝の王インドラがベンガル出身の
王師クマーラゴーシャ（KumAraghoXa）に文殊菩薩像を造像させた」（32）とあるこ
とから、８世紀頃には中部ジャワ地域において文殊信仰が始まっていたと考えられ
る。
　次に、経典に文殊菩薩をみてみると、SAdhanamA lA（サーダナマーラー）（33）には、
右手にあらゆる愚かさを断ち切る最も大事な智慧の剣を執り、左手には、方便より
生じた梵夾『般若経』を持つ（Arapacana）（34）。転法輪印を結び、般若波羅蜜（梵夾）
をのせた青蓮を持ち、獅子に乗り、遊戯に足を投げだす（Mañjuvara）（35）。右手与願

図14　チャンドラ 図15　カールッティケーヤ
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印、左手に青蓮華上梵夾を乗せる（SiddhaikavIra）（36）などがあげられ、右手が与願印、
また左手の梵夾が『般若経』であることがわかる。
　また、漢訳経典では『八大菩薩曼荼羅経』（37）に、「五髻童子形にして、左手青蓮
華を執り、花中に五股金剛杵あり。右手、与願を作し、身金色、半跏にして坐す。」
とあり、また『 金剛頂経瑜伽文殊師利菩薩供養儀軌』（38）に「頂に五髻を想え。右手、
智剣を持し、左手、青蓮華を執る。花上に般若波羅蜜夾あり。」、『陀羅尼集経』（39）

に「蓮華座に結跏趺坐し、右手説法印、左手胸前、像身童子形、身は黄金色、白色
の天衣、・・・白色にして頂背に光あり、七宝の瓔珞、宝冠、天衣種々荘厳し、獅
子に乗ず」とあり、また『文殊師利宝蔵陀羅尼経』（40）では、「童子の相貌、金色孔
雀に乗騎」、『一字仏頂輪王経』では「左手胸前に青優鉢羅華を握り、右手上に屈し
て内に向け掌を揚ぐ」とあり（41）、『大毘盧遮那成仏神変加持経』（42）では「身鬱金色
にして五髻冠、その頂きにあり、童子形の如し、左手青蓮華、上に金剛印をなす」、
『八大菩薩曼荼羅経』（43）では「五髻童子形にして、左手青蓮華を執り、花中に五股
金剛杵あり。右手、与願をなし、身金色」、『金剛頂経瑜伽文殊師利菩薩法』（44）には
「身鬱金色の如し。種々の瓔珞、その身を荘厳す。右手に金剛剣を握り、左手梵夾
を執る。」とあり、『 金剛頂経瑜伽文殊師利菩薩供養儀軌』（45）には「頂に五髻を想え。
右手、智剣を持し、左手、青蓮華を執る。花上に般若波羅蜜夾あり。」とある。こ
れらをまとめると、以下が文殊の特徴といえよう。すなわち、１．童子形であり、２．
身色－黄金系統の色、３．髪型は五髻（多）、一髻・八髻がなされる、４．坐法は
結跏趺坐・半跏坐・孔雀座・獅子座、５．印相・持物は刀剣・梵夾・青蓮華・与願
印（多）・説法印というものである。
　以上から、文殊菩薩は、童子形をなし、
童子のように髻を結うことが特徴といえよ
う。また、ジャカルタ国立博物館蔵所蔵で、
銀製、中部ジャワのスマラン（Semarang）
出土、総高が29㎝とインドネシア出土の鋳
造像の文殊菩薩像は、童子のように一髻に
結い、右手を与願印、左手に蓮華を執る典
型的な文殊菩薩坐像であるが、特異な胸飾
りを有する（図16）（46）。強靭な動物の牙、
または爪を用いたと考えられ、仏像には似
つかわしくない。これは童子の性格をもつ
文殊菩薩のため、危険なものへの威嚇、ま
たは病気や災厄などから保護するための魔
除けの意味が込められ、掛けられている可
能性が考えられる。 図16　独特な胸飾りの文殊菩薩像
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６．インドネシアにおける三日月形に類似した飾り

　８～９世紀頃の中部ジャワ、ジョグジャカルタ（Yogyakarta）、土器の瓶から金
製のマスク、胴体とともに出土した金製の三日月形の装飾が早期であげられる。ま
た、1936年にチャンディ・ゲバン（Candi Geban）付近から青銅器の容器からジャ
グジャカルタで出土したものと類似する金製の三日月形の装飾が発見された。中央
には半貴石が埋め込まれていたことから、頭部背後に飾るものとは考えにくい。こ
れらの三日月形は儀式的な要素をもっていたものと推測されている。また、三日月
形が明確にネックレスとして用いられていた例もあるが（47）、これについても頭光
との関連性を検証することは難しい。
　インドネシアにはブランコン（blangkon）といって14世紀頃から王族が頭部の背
後に三日月形の飾りの帽子を付けるようになる（48）。この王族と、寺院のレリーフ
や尊像でみられた三日月形頭光との関連性も、現在では論証が困難と思われる。

結論

　以上、インドネシアにおける尊像の頭部背後の三日月形装飾、すなわち「三日月
形頭光」について、作例を紹介し、考察を行った。
　まず寺院では中部ジャワの８世紀後半から９世紀中頃の建立とされるチャン
ディ・ボロブドゥールにみることができた。第一回廊主壁のレリーフ「仏伝図」に
おいて、「誕生」から「学堂に入門する」まで一連の場面の考察から、７歳以下の
童子にあらわされるものと考えられ、また、ボロブドゥールから一直線上、東に約
３kmのチャンディ・ムンドゥットにも、本堂に続く通路の両側、男女尊のレリー
フで各尊に戯れる多くの童子に明確にその形状が確認できた。これらから、三日月
形頭光は、童子に表されることが導きだされ、寺院建立の時期から、８～９世紀頃
には、この傾向が表れていたことが考えられる。
　また、チャンディ・ボロブドゥールの第二回廊主壁などに彫刻される『大方広仏
華厳経』「入法界品」の場面から、文殊菩薩の登場場面で、文殊と想定される尊像
の多くに三日月形頭光を確認することができた。
　続いて、鋳造像については、文殊菩薩坐像が８軀、財宝尊が６軀確認でき、文殊
菩薩は現段階で約３割が三日月形頭光を有していることが判明した。石造の単独像
についても、三日月形頭光を有する像は現段階で９軀が確認できるが、そのうち５
軀が文殊菩薩像と、全体の約半数を占めている。これら鋳造像・石像の資料から、
三日月形頭光は、インドネシアの文殊菩薩の特徴の一つとしてあげられることが導
き出される。
　三日月形頭光が文殊菩薩を示す特徴の一つであるとして考察をおこなうと、中部
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ジャワ地域、チャンディ・プラオサン、祠堂外の北テラスの仏像群の１軀は文殊菩
薩と推察することができる。現在、同寺院には密教の八大菩薩のうちの６軀の菩薩
が２グループあるが、そのほかにもう１グループが形成されていた可能性を指摘す
ることできる。インドネシアの密教を考察する上で、文殊菩薩は重要な尊像であり、
この三日月形頭光は、文殊菩薩を判断する指標となり得る。しかし、すべての文殊
菩薩に三日月形頭光があらわされるとは限らず、チャンディ・ボロブドゥールの文
殊菩薩の場面のレリーフやチャンディ・ムンドゥットの本堂外壁に彫刻された八大
菩薩の１軀にも文殊菩薩に三日月形頭光はみられない。したがってこの尊像の確実
な該当条件とはいえないことも考慮しておくべきであろう。
　このように、三日月形頭光は、寺院のレリーフ、鋳造像・単独の石造像において、
中部ジャワ地域を中心に、東部ジャワ地域までの８～12世紀頃にかけて表された装
飾であり、基本的に「童子」を意図する傾向が強いものと導き出された。それは文
殊菩薩も経典などで説かれているように、童子の要素を持ち合わせているからであ
り、それが起因し、文殊菩薩の装飾として多用されているものと考えることができ
る。このことは、当時のインドネシアで、文殊菩薩が童子に関連することを理解し
ていた可能性を示唆するものと思われる。
　この童子形・文殊菩薩といった２つの系統の像以外には、レリーフでは釈天王と
弥勒菩薩、鋳造像では財宝尊、石造像ではカールッティケイヤ２軀、スーリヤ１軀、
チャンドラ１軀等に三日月形頭光が確認できる。スーリヤ、チャンドラに関しては
月に関連することが理由に考えらえる。その他の像については、いずれも造像表現
は若々しく、全体に丸みを帯びた体軀であらわされていることが共通しているが、
三日月形との関係性については現段階で明快な理由をみつけられない。この疑問を
含め、なぜ「三日月」の形状が選択されたのかについても今後の課題としたい。　
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